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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 内視鏡を収容する容器である洗浄消毒槽と、
 前記洗浄消毒槽への前記内視鏡の収容を検知する第１検知部と、
 前記洗浄消毒槽からの前記内視鏡の取り出しを検知する第２検知部と、
 前記洗浄消毒槽内において前記内視鏡の洗浄消毒を行うための洗浄消毒部と、
 前記洗浄消毒部の駆動を検知する洗浄消毒検知部と、
 警告を発する報知部と、
 前記第１検知部、前記第２検知部及び前記洗浄消毒検知部に接続され、前記第１検知部
により前記洗浄消毒槽への前記内視鏡の収容が検知された後、前記洗浄消毒検知部により
前記洗浄消毒部の駆動が検知されていないのにも関わらず、前記第２検知部により前記洗
浄消毒槽からの前記内視鏡の取り出しが検知されると、前記洗浄消毒槽から洗浄消毒前の
前記内視鏡が取り出されたと判断する判断部と、
 少なくとも前記判断部及び前記報知部に接続され、前記判断部によって洗浄消毒前の前
記内視鏡が取り出されたと判断された場合に、前記報知部を駆動して警告を発する制御部
と、
 を含むことを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項２】
 前記第２検知部は、前記洗浄消毒槽内面または洗浄消毒槽の裏面に設けられているとと
もに、少なくとも前記内視鏡が前記洗浄消毒槽に収容されている間は、常に前記内視鏡の
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取り出しを検知することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項３】
 前記洗浄消毒槽に対して開閉自在なカバーをさらに備え、
 前記第２検知部は、前記カバーが開かれている間は、常に前記洗浄消毒槽からの前記内
視鏡の取り出しを検知することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項４】
 前記制御部は、前記第２検知部により前記内視鏡の取り出しが検知されてから所定時間
内に、前記報知部を駆動することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項５】
 前記判断部は、前記第２検知部により前記内視鏡の取り出しが検知された後、一定時間
経過後、前記第１検知部により前記内視鏡の収容が検知されなかった場合に、洗浄消毒前
の前記内視鏡が取り出されたと判断することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄消
毒装置。
【請求項６】
 前記第２検知部は、人感センサ部及び前記洗浄消毒槽に収容された前記内視鏡のＲＦ－
ＩＤを読み取るＲＦ－ＩＤ読み取り部を備え、
 前記ＲＦ－ＩＤ読み取り部は、前記人感センサ部が反応している間、前記洗浄消毒槽に
収容されている前記内視鏡の前記ＲＦ－ＩＤを読み取り続けることを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項７】
 前記洗浄消毒槽に対して開閉自在なカバーをさらに備え、
　前記ＲＦ－ＩＤ読み取り部は、前記カバーが閉じられた際、前記洗浄消毒槽に収容され
ている前記内視鏡の前記ＲＦ－ＩＤの読み取りを中止することを特徴とする請求項６に記
載の内視鏡洗浄消毒装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡を洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
 内視鏡洗浄消毒装置を用いて内視鏡を洗浄消毒する際は、操作者は、先ず、洗浄消毒槽
に使用済みの内視鏡を収容して内視鏡の口金に各種チューブを接続した後、カバーを閉じ
てスタートボタンを押す。その後、洗浄消毒工程がスタートし、一定時間経過後、洗浄消
毒工程が終了する。最後に、操作者は、カバーを開け、洗浄消毒済みの内視鏡を取り出す
。
【０００３】
　ここで、上述した洗浄消毒工程において、使用済みの内視鏡が洗浄消毒槽に収容され、
カバーが閉じられた後、もしくは、カバーを開けっ放しの状態でスタートボタンが押され
ずに長時間放置されてしまう場合がある。
【０００４】
 これらの場合、内視鏡を洗浄消毒槽に収容した操作者とは別の操作者によって洗浄消毒
前の内視鏡が持ち出されてしまう可能性があるため、洗浄消毒槽から持ち出した操作者に
内視鏡が洗浄消毒前であることを知らせる機能が求められていた。
【０００５】
　このような事情に鑑み、日本国第特開２００３－２３５７９３号公報の内視鏡洗浄消毒
装置は、洗浄消毒工程終了後、内視鏡に洗浄消毒済みである情報を送信する機能を有して
いる。
【０００６】
 さらに内視鏡の使用に際し内視鏡を手術室のプロセッサに接続した際、プロセッサ内の
マイコンが、内視鏡から洗浄消毒済みであるか否かの情報を受け取り、洗浄消毒済みでな
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い内視鏡が接続された場合は警告を発する機能を有している。これより、操作者に内視鏡
が洗浄消毒前であることを知らせる。
【０００７】
 しかしながら、日本国第特開２００３－２３５７９３号公報に開示されたシステムでは
、洗浄消毒槽から持ち出した内視鏡を手術室のプロセッサに接続するまで、内視鏡が洗浄
消毒済みであるか否かを操作者は判別することができないといった問題があった。
【０００８】
 本発明は、前記問題点に鑑みてなされたものであり、操作者による洗浄消毒前の内視鏡
の洗浄消毒槽からの持ち出しを抑制できる構成を具備する内視鏡洗浄消毒装置を提供する
ことを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
 本発明の一態様における内視鏡洗浄消毒装置は、内視鏡を収容する容器である洗浄消毒
槽と、前記洗浄消毒槽への前記内視鏡の収容を検知する第１検知部と、前記洗浄消毒槽か
らの前記内視鏡の取り出しを検知する第２検知部と、前記洗浄消毒槽内において前記内視
鏡の洗浄消毒を行うための洗浄消毒機構部と、前記洗浄消毒部の駆動を検知する洗浄消毒
検知部と、警告を発する報知部と、前記第１検知部、前記第２検知部及び前記洗浄消毒検
知部に接続され、前記第１検知部により前記洗浄消毒槽への前記内視鏡の収容が検知され
た後、前記洗浄消毒検知部により前記洗浄消毒部の駆動が検知されていないのにも関わら
ず、前記第２検知部により前記洗浄消毒槽からの前記内視鏡の取り出しが検知されると、
前記洗浄消毒槽から洗浄消毒前の前記内視鏡が取り出されたと判断する判断部と、少なく
とも前記判断部及び前記報知部に接続され、前記判断部によって洗浄消毒前の前記内視鏡
が取り出されたと判断された場合に、前記報知部を駆動して警告を発する制御部と、を含
む。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置を概略的に示す図
【図２】図１の内視鏡洗浄消毒装置の装置本体内における警告部を概略的に示すブロック
図
【図３】図２の警告部における洗浄消毒部の一例を、洗浄消毒装置の内部構成とともに示
す図
【図４】図１の内視鏡洗浄消毒装置の洗浄消毒槽に載置される内視鏡ガイド部材を示す斜
視図
【図５】図４の内視鏡ガイド部材を、図１の内視鏡洗浄消毒装置の洗浄消毒槽に載置した
状態を示す斜視図
【図６】図５中のVI線で囲った部位を拡大して示す内視鏡洗浄消毒装置及び内視鏡の部分
斜視図
【図７】図２の第１検知部と第２の検知部とを別体に設けた変形例を示す警告部のブロッ
ク図
【図８】図１の内視鏡洗浄消毒装置を用いた内視鏡の洗浄消毒工程を概略的に示すフロー
チャート
【図９】図２の制御部による警告部の制御動作を示すフローチャート
【図１０】図９の警告ステップ後に一定時間以内に再度内視鏡が検知された場合の図２の
制御部による警告部の制御動作の変形例を示すフローチャート
【図１１】図９の内視鏡取り出し検知ステップ後に一定時間以内に再度内視鏡が検知され
た場合の図２の制御部による警告部の制御動作の変形例を示すフローチャート
【図１２】第２実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置の装置本体内における警告部を概略的に
示すブロック図
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、図面は模式的なものであり
、各部材の厚みと幅との関係、それぞれの部材の厚みの比率などは現実のものとは異なる
ことに留意すべきであり、図面の相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分
が含まれていることは勿論である。
【００１２】
（第１実施の形態）
 図１は、本実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置を概略的に示す図、図２は、図１の内視鏡
洗浄消毒装置の装置本体内における警告部を概略的に示すブロック図である。
【００１３】
　また、図３は、図２の警告部における洗浄消毒部の一例を、洗浄消毒装置の内部構成と
ともに示す図、図４は、図１の内視鏡洗浄消毒装置の洗浄消毒槽に載置される内視鏡ガイ
ド部材を示す斜視図である。
【００１４】
 さらに、図５は、図４の内視鏡ガイド部材を、図１の内視鏡洗浄消毒装置の洗浄消毒槽
に載置した状態を示す斜視図、図６は、図５中のVI線で囲った部位を拡大して示す内視鏡
洗浄消毒装置及び内視鏡の部分斜視図、図７は、図２の第１検知部と第２の検知部とを別
体に設けた変形例を示す警告部のブロック図である。
【００１５】
 図１に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、装置本体２と、その上部に、例えば図示
しない蝶番を介して開閉自在に接続されたカバー３とを具備している。
【００１６】
 装置本体２の下部に、装置本体２の上部に閉じられているカバー３を、操作者の踏み込
み操作により、装置本体２の上方に開くためのペダルスイッチ２ｐが設けられている。尚
、カバー３の開閉動作は、ペダルスイッチ２ｐに限定されず、例えば、操作者が手で持ち
上げても良いし、操作者によって手動操作されるスイッチによって行われても構わない。
【００１７】
 また、装置本体２の上部に、内視鏡洗浄消毒装置１を用いて洗浄消毒する内視鏡２０１
が収容されるとともに底面４ｔ及び側面４ｓを有して凹状に形成された洗浄消毒槽４が設
けられている。
【００１８】
 尚、洗浄消毒槽４の内視鏡２０１の収容取り出し口となる開口４ｋは、カバー３によっ
て開閉自在となっている。また、本実施の形態においては、洗浄消毒槽４に、１つの内視
鏡２０１が収容され、内視鏡洗浄消毒装置１が用いられて１つの内視鏡２０１が洗浄消毒
される場合を例に挙げて示すが、これに限らず、洗浄消毒槽４には２つ以上の内視鏡が収
容され、同時に洗浄消毒される構成であっても構わない。
【００１９】
 また、内視鏡２０１は、例えば、被検体内に挿入される挿入部２０１ａと、挿入部２０
１ａの基端に連設された操作部２０１ｂと、操作部２０１ｂから延出されたユニバーサル
コード２０１ｃと、ユニバーサルコード２０１ｃの延出端に設けられたコネクタ部２０１
ｄとから主要部が構成されている。
【００２０】
 コネクタ部２０１ｄには、既知のＲＦ－ＩＤ２１１が内蔵されている。本発明でいうＲ
Ｆ－ＩＤとはＲａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎの略であ
り、電磁界または電波を用いた無線通信によって情報をやりとりできるものを指す。
【００２１】
 ＲＦ－ＩＤ２１１には、内視鏡２０１の機種名や製造番号等の内視鏡２０１に関する情
報が入力されている。尚、コネクタ部２０１ｄにＲＦ－ＩＤ２１１が内蔵されていない場
合には、コネクタ部２０１ｄにＲＦ－ＩＤタグや、ＲＦ－ＩＤシールを外付けしても良い
。また、ＲＦ－ＩＤ２１１は、コネクタ部２０１ｄに限定されず、内視鏡２０１の他の部
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位に設けられていても構わない。
【００２２】
 また、装置本体２の内部には、警告部１００が設けられている。図２に示すように、警
告部１００は、洗浄消毒槽４への内視鏡２０１の収容を検知する第１検知部１０４ａと、
洗浄消毒槽４からの内視鏡２０１の取り出しを検知する第２検知部１０４ｂとを具備する
検知部１０４と、洗浄消毒槽４内において内視鏡２０１の洗浄消毒を行うための洗浄消毒
部１０６と、洗浄消毒部１０６の駆動を検知する洗浄消毒検知部１０５と、警告を発する
機能を有する報知部１０７と、判断部１０２を具備する制御部１０１とを具備している。
【００２３】
 尚、制御部１０１は、少なくとも洗浄消毒部１０６、報知部１０７に接続されていると
ともに洗浄消毒検知部１０５とも接続されており、さらに、通信インターフェース（Ｉ／
Ｆ）１０３を介して検知部１０４と接続されている。
【００２４】
 検知部１０４は、図１及び図３に示すように、洗浄消毒槽４の底面４ｔに設けられてい
る。尚、検知部１０４は、洗浄消毒槽４の側面４ｓに設けられていても構わない。また、
検知部１０４は、例えばＲＦ－ＩＤリーダ、重量センサ、光センサ、および超音波センサ
などの公知のセンサのうち少なくとも１種から構成されている。
【００２５】
 また、図２においては、第１検知部１０４ａと第２検知部１０４ｂとは、検知部１０４
として一体的に設けられている場合を例に挙げて示しているが、これに限らず、図７に示
すように、第１検知部１０４ａと第２の検知部１０４ｂとは別体に設けられていても構わ
ない。
【００２６】
 この場合、第１検知部１０４ａ及び第２検知部１０４ｂは、洗浄消毒槽４における別の
位置にそれぞれ設けられても構わないし、第２検知部１０４ｂが洗浄消毒槽４の内面また
は外面に設けられ、第１検知部１０４ａが、図５に示すように、装置本体２の上面に設け
られていても構わない。
【００２７】
 尚、本実施の形態においては、図２に示すように、第１検知部１０４ａと第２検知部１
０４ｂとが検知部１０４として一体的に設けられ、検知部１０４はＲＦ－ＩＤリーダから
構成されるとともに図１に示すように洗浄消毒槽４の底面４ｔに設けられる場合を例に挙
げて以下説明する。
【００２８】
 即ち、検知部１０４は、洗浄消毒槽４に収容された内視鏡２０１のコネクタ部２０１ｄ
に内蔵されたＲＦ－ＩＤ２１１を読み取ることにより、洗浄消毒槽４への内視鏡２０１の
収容を検知するとともに、洗浄消毒槽４からの内視鏡２０１の取り出しを検知する。
【００２９】
 よって、検知部１０４は、底面４ｔにおいて、コネクタ部２０１ｄに内蔵されたＲＦ－
ＩＤ２１１を読み取ることができる位置に設けられている必要がある。
【００３０】
 内視鏡２０１を洗浄消毒槽４に収容した際、確実に検知部１０４によってＲＦ－ＩＤ２
１１を読み取ることができる構成としては、図４～図６に示す構成が挙げられる。
【００３１】
 具体的には、内視鏡２０１を洗浄消毒槽４に収容する際は、先ず、図４に示す内視鏡ガ
イド部材２５０を、図５、図６に示すように、載置部２５０ｂが検知部１０４の図６の２
点鎖線で示す読み取り領域Ａに位置するよう洗浄消毒槽４に収容する。
【００３２】
 次いで、内視鏡ガイド部材２５０の巻回部２５０ａに挿入部２０１ａ及びユニバーサル
コード２０１ｃを巻回して載置し、載置部２５０ｂに、操作部２０１ｂ及びコネクタ部２
０１ｄを載置する。
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【００３３】
 尚、先に内視鏡ガイド部材２５０に内視鏡２０１を載置した後、内視鏡２０１を内視鏡
ガイド部材２５０とともに洗浄消毒槽４に収容しても構わない。
【００３４】
 ここで、図６に示すように、検知部１０４の読み取り領域Ａは、内視鏡ガイド部材２５
０によって規制されたコネクタ部２０１ｄの洗浄消毒槽４内における配置位置Ｂよりも大
きさが広く設定されている。また、検知部１０４のＲＦ－ＩＤ２１１の読み取り深さは、
洗浄消毒槽４の深さを満たしてしている。
【００３５】
 このことにより、洗浄消毒槽４に内視鏡ガイド部材２５０が用いられて内視鏡２０１が
収容されると、確実にコネクタ部２０１ｄに設けられたＲＦ－ＩＤ２１１が検知部１０４
によって読み取ることができる構成となっている。
【００３６】
 尚、以上のことは、図７に示すように、第１検知部１０４ａと第２検知部１０４ｂとが
別体に設けられている場合でも同様である。第１検知部１０４ａと第２検知部１０４ｂと
が別体の場合の配置位置については、内視鏡の配置位置などにより適宜決めることができ
る。
【００３７】
 例えば、第１検知部１０４ａは図５の１０４ａの位置、第２検知部は、内視鏡を洗浄槽
に収容した際に、内視鏡のＲＦ－ＩＤを内蔵している部位が置かれる位置に配置すること
もできる。この場合、第２検知部は洗浄槽の内面に配置されても外面に配置されてもいず
れでもよい。
【００３８】
 第２検知部の配置位置については、第２検知部のセンシングの範囲により異なるが、例
えば、図５のＸで示される点線で囲まれた部位に配置することができる。
【００３９】
 第２検知部１０４ｂは、少なくとも洗浄消毒槽４に内視鏡２０１が収容されている間は
、常に内視鏡２０１の取り出しを検知可能な状態となっている。
【００４０】
 具体的な一例としては、洗浄消毒槽４に内視鏡２０１が収容されている状態において、
内視鏡洗浄消毒装置１の電源がオンの間は、常に内視鏡２０１の取り出しを検知可能な状
態となっている場合や、カバー３が開かれている間は、常に内視鏡２０１の取り出しを検
知可能な状態となっている場合等が挙げられる。
【００４１】
 例えば、洗浄消毒部は、薬液を貯留する薬液貯留部、および前記薬液貯留部に貯留され
た薬液を洗浄消毒槽４に供給する薬液供給部を最低限の構成として有している。ここでい
う薬液とは、内視鏡に付着した有機物汚れを落とす洗浄液であってもよいし、内視鏡に付
着した菌類を無毒化する消毒液であってもよい。
【００４２】
　例えば、前記薬液貯留部は下記に詳細を述べる洗剤タンク１１ａ、アルコールタンク１
１ｂ、および薬液タンク５８のうちの１種以上であってもよい。例えば、薬液供給部は、
洗浄剤管路３９および洗剤用ポンプ、アルコール管路４１およびアルコール供給ポンプ４
２、もしくは、薬液管路６４および薬液ポンプ６５のうちの１種以上であってもよい。
【００４３】
 一例として、洗浄消毒部１０６は、図３の１点鎖線に示す部位によって構成される。以
下、内視鏡洗浄消毒装置１の内部構成の一例を示す。
【００４４】
 図３に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、給水ホース接続口３１に、給水ホース３
１ａの一端が接続され、この給水ホース３１ａの他端が外部の水道蛇口５に接続されるこ
とにより、水道水が供給される構成を有している。
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【００４５】
　給水ホース接続口３１は、給水管路９の一端と連通している。この給水管路９は、他端
が三方電磁弁１０に接続されており、管路の中途において、給水ホース接続口３１側から
順に、給水電磁弁１５と、逆止弁１６と、給水フィルタ１７とが介装されている。
【００４６】
 尚、給水フィルタ１７は、定期的に交換できるように、カートリッジタイプの濾過フィ
ルタとして構成されている。給水フィルタ１７は、通過する水道水の異物、雑菌等を除去
する。
【００４７】
　三方電磁弁１０は、流液管路１８の一端と接続されており、給水循環ノズル２４に対す
る給水管路９と流液管路１８との連通を内部の弁によって切り替える。つまり、給水循環
ノズル２４は、三方電磁弁１０の切り替え動作により、給水管路９と流液管路１８とのい
ずれか一方と連通する。また、流液管路１８の他端側には、流液ポンプ１９が介装されて
いる。
【００４８】
　洗浄消毒槽４に配設された循環口５６は、循環管路２０の一端に接続されている。循環
管路２０の他端は、流液管路１８の他端及びチャンネル管路２１の一端と連通するように
、２つに分岐している。チャンネル管路２１の他端は、各送気送水／鉗子口用ポート１３
ａ～１３ｄに連通している。また、図示しないが、チャンネル管路２１の他端は、図示し
ない鉗子起上用ポートにも連通している。
【００４９】
　チャンネル管路２１は、管路の中途において、一端側から順に、チャンネルポンプ２６
、チャンネルブロック２７、チャンネル電磁弁２８がそれぞれ介装されている。チャンネ
ルブロック２７とチャンネル電磁弁２８の間におけるチャンネル管路２１には、洗浄ケー
ス６と一端が接続しているケース用管路３０の他端が接続されている。このケース用管路
３０には、リリーフ弁３６が介装されている。
【００５０】
　洗剤ノズル２２は、洗浄剤管路３９の一端と接続されており、洗浄剤管路３９の他端は
、洗剤タンク１１ａに接続されている。この洗浄剤管路３９には、その中途に、洗浄剤を
洗剤タンク１１ａから洗浄消毒槽４まで持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成さ
れた洗剤用ポンプ４０が介装されている。
【００５１】
　アルコールタンク１１ｂは、アルコール管路４１の一端と接続されており、このアルコ
ール管路４１はチャンネル管路２１と所定に連通するように、チャンネルブロック２７に
接続されている。
【００５２】
 このアルコール管路４１には、アルコールをアルコールタンク１１ｂから洗浄消毒槽４
まで持ち上げるため高圧のアルコール供給ポンプ４２と、電磁弁４３とが介装されている
。
【００５３】
　また、チャンネルブロック２７には、気体を移送することができる自吸式ポンプから構
成されたエアポンプ４５からの空気を供給するためのエア管路４４の一端がチャンネル管
路２１と連通するように接続されている。このエア管路４４は、他端が前記エアポンプ４
５に接続されており、エア管路４４の中途位置には、逆止弁４７と、定期的に交換される
エアフィルタ４６とが介装されている。
【００５４】
　洗浄消毒槽４の排水口５５には、弁の切り替え動作により、外部へ洗浄液等を排出した
り、薬液タンク５８に消毒液を回収したりするための開閉自在な切替弁５７が配設されて
いる。
【００５５】
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 切替弁５７は、外部排水口へ接続される不図示の排水ホースと一端が接続されて連通す
る排水管路５９の他端と接続されており、この排水管路５９には排水ポンプ６０が介装さ
れている。
【００５６】
 また、切替弁５７は、薬液回収管路６１の一端と接続され、この薬液回収管路６１の他
端は薬液タンク５８に接続されている。
【００５７】
　薬液タンク５８は、上述したように、薬液ボトル９０から薬液、例えば消毒液が供給さ
れるように、薬液受部６２の一端とも接続されている。この薬液受部６２の他端は、薬液
ボトル９０が収容されるカセットトレー８０に所定に接続されている。
【００５８】
　また、薬液タンク５８内には、一端に吸引フィルタ６３が設けられた薬液管路６４の一
端部分が所定に収容されている。この薬液管路６４は、他端が消毒液ノズル２３に接続さ
れており、中途位置に、消毒液を薬液タンク５８から洗浄消毒槽４まで持ち上げるため高
圧のポンプから構成された薬液ポンプ６５が介装されている。　
　尚、洗浄消毒槽４の底面４ｔの下部には、上述したように、例えば２つの超音波振動子
５２と、ヒータ５３とが配設されている。また、ヒータ５３の温度調節のため、洗浄消毒
槽４の底面４ｔの略中央には、温度検知センサ５３ａが設けられている。
【００５９】
　このヒータ５３は、洗浄消毒槽４内に貯留され、装置内を循環する消毒液を所定の温度
に加温するためのものである。尚、消毒液には、その消毒効果が最も期待できる適正温度
がある。この適正温度である前記所定の温度までヒータ５３によって加温された消毒液は
、内視鏡２０１及び装置本体２内の外表面や各管路を有効的に消毒することができる。
【００６０】
　また、温度検知センサ５３ａは、洗浄消毒槽４内に貯留され、装置内を循環する消毒液
の液温を検知し、その検知結果を制御部１０１へと伝達する。そして、制御部１０１は、
温度検知センサ５３ａからの検知結果に基づいて、消毒液を所定の温度に保つように、ヒ
ータ５３を駆動、停止する制御を行う。
【００６１】
　また、内視鏡洗浄消毒装置１の内部には、外部のＡＣコンセントから電力が供給される
電源７１と、この電源７１と電気的に接続される制御部１０１が設けられている。この制
御部１０１は、メイン操作パネル７（図５参照）等からの各種信号が供給され、上述した
各ポンプ、各電磁弁などを、通信Ｉ／Ｆ１０３を介して駆動制御する。
【００６２】
 図２に戻って、洗浄消毒検知部１０５は、図３の１点鎖線に示した洗浄消毒部１０６の
駆動を検知するものであり、例えば水位センサや、圧力センサ、温度センサや、その他の
センサから構成されている。
【００６３】
 具体的には、洗浄消毒槽４内への液体の供給を検知したり、上述した各種管路内の圧力
を検知したり、洗浄消毒槽４内の液体の温度を検知したり、または、上述した各種ポンプ
の駆動を検知したりする等により、洗浄消毒部１０６の駆動を検知する。
【００６４】
 判断部１０２は、検知部１０４及び洗浄消毒検知部１０５に接続されており、第１検知
部１０４ａにより洗浄消毒槽４への内視鏡２０１の収容が検知された後、洗浄消毒検知部
１０５により洗浄消毒部１０６の駆動が検知されていないのにも関わらず、第２検知部１
０４ｂにより洗浄消毒槽４からの内視鏡２０１の取り出しが検知されると、洗浄消毒槽４
から洗浄消毒前の内視鏡２０１が取り出されたと判断するものである。
【００６５】
 尚、第２検知部１０４による洗浄消毒槽４からの内視鏡２０１の取り出し検知は、ＲＦ
－ＩＤ２１１の読み取りが途絶えたことにより判断される。
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【００６６】
 また、本実施の形態においては、判断部１０２は、制御部１０１に一体的に設けられて
いるが、別体であっても構わない。
【００６７】
 制御部１０１は、判断部１０２によって洗浄消毒前の内視鏡２０１が取り出されたと判
断された場合に、報知部１０７を駆動して警告を発するものであり、例えばＣＰＵから構
成されている。
【００６８】
 報知部１０７は、洗浄消毒前の内視鏡２０１が取り出された際、警告を発するものであ
り、例えば音を発する、メイン操作パネル７等を用いた表示、光を発する、色を変化させ
る、または臭いを発する等によって、操作者に洗浄消毒槽４から洗浄消毒前の内視鏡２０
１が取り出されたことを警告するものである。
【００６９】
 次に、図１の内視鏡洗浄消毒装置１を用いた内視鏡２０１の洗浄消毒工程について、図
８を用いて簡単に説明する。図８は、図１の内視鏡洗浄消毒装置を用いた内視鏡の洗浄消
毒工程を概略的に示すフローチャートである。 
 図８に示すように、操作者は、先ず、ステップＳ１において、ペダルスイッチ２ｐの踏
み込み操作を行うことによりカバー３を開ける。ただし、施設によっては前回内視鏡の洗
浄消毒をしてから新たに内視鏡を洗浄消毒するまで洗浄消毒槽知財部のカバー３を開け放
しておく場合もあるので、Ｓ１は必須の工程ではない。
【００７０】
 次いで、ステップＳ２において、洗浄消毒槽４に使用後の内視鏡２０１を、上述した図
４～図６に示したように収容する。収容後、検知部１０４によりＲＦ－ＩＤ２１１が常時
読み取られる。
【００７１】
 操作部２０１ｂ及びコネクタ部２０１ｄに設けられた図示しない口金に、洗浄消毒槽４
に設けられた各送気送水／鉗子口用ポート１３ａ～１３ｄや、図示しない漏水検知ポート
から延出するチューブを接続して内視鏡２０１をセットする。
【００７２】
 その後、ステップＳ３において、カバー３を閉じる。尚、この時点では、カバー３はロ
ックされることがないため、カバー３を再度開けることが可能である。即ち、操作者は、
洗浄消毒槽４から、洗浄消毒前の内視鏡２０１を取り出すことが可能である。
【００７３】
 これは、カバー３を閉じた後、再度カバー３を開け、洗浄消毒槽４における内視鏡２０
１の配置位置を再度調整する場合があったり、２本目の内視鏡を洗浄消毒槽に入れる場合
があったりするためである。
【００７４】
 次いで、ステップＳ４において、メイン操作パネル７に設けられた洗浄消毒工程開始ボ
タン７ｓをオンする。
【００７５】
 尚、洗浄消毒工程開始ボタン７ｓがオンされた後、カバー３はロックされ、ステップＳ
６の洗浄消毒工程終了後までロックが解除されてしまうことがない。即ち、ステップＳ５
における洗浄消毒工程開始後は、ステップＳ６における終了後まで操作者は、洗浄消毒槽
４から内視鏡２０１を内視鏡洗浄消毒装置１の電源を強制的にオフしない限り取り出すこ
とはできない。よって、洗浄消毒工程開始後、省エネなどを考慮して検知部１０４による
ＲＦ－ＩＤ２１１の読み取りは停止しても良い。
【００７６】
 その結果、ステップＳ５において洗浄消毒槽４において内視鏡２０１を洗浄消毒する既
知の洗浄消毒工程がスタートし、一定時間経過後、ステップＳ６において洗浄消毒工程が
終了する。尚、洗浄消毒工程終了後、カバー３のロックは解除される。
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【００７７】
 その後、ステップＳ７において、操作者は、ペダルスイッチ２ｐの踏み込み操作を行う
ことにより、カバー３を開け、洗浄消毒槽４から洗浄消毒後の内視鏡２０１を取り出す。
【００７８】
 その後、制御部１０１は、検知部１０４によって読み取ったＲＦ－ＩＤ情報をリセット
する。なお、RF-ID情報のリセットは、洗浄消毒工程終了後でも良い。
【００７９】
 次に、図２の制御部１０１による警告部１００の制御動作について、図９を用いて説明
する。図９は、図２の制御部による警告部の制御動作を示すフローチャートである。
【００８０】
 図９に示すように、先ず、ステップＳ２０における検知部１０４が内視鏡２０１を検知
可能なスタンバイ状態において、ステップＳ２１において、第１検知部１０４ａを用いて
洗浄消毒槽４に内視鏡２０１が収容されたか否か、即ち、第１検知部１０４ａが内視鏡２
０１を検知したか否かを判定する。具体的には、第１検知部１０４ａによるＲＦ－ＩＤ２
１１の読み取りの有無により、内視鏡２０１が収容されたか否かを判定する。
【００８１】
 内視鏡２０１が検知されれば、ステップＳ２２において、カバー３が閉じられた否かを
判定する。
【００８２】
 カバー３が閉じられていれば、ステップＳ２３において、洗浄消毒検知部１０５を用い
て洗浄消毒部１０６が駆動されたか否かを判定する。
【００８３】
 洗浄消毒部１０６が駆動されていれば、ステップＳ５に分岐し、上述した洗浄消毒工程
がスタートされる。洗浄消毒部１０６が駆動されていなければ、ステップＳ２４に移行し
、第２検知部１０４ｂが用いられて、洗浄消毒工程開始前に洗浄消毒槽４から内視鏡２０
１が取り出されたか否かを検知する。具体的には、第２検知部１０４ｂによってＲＦ－Ｉ
Ｄ２１１の読み取りが途絶えるか否かによって、洗浄消毒槽４から内視鏡２０１が取り出
されたか否かを検知する。
【００８４】
 一方、内視鏡２０１の取り出しが検知されない場合、具体的には、第２検知部１０４ｂ
によってＲＦ－ＩＤ２１１の読み取りが継続されている場合には、洗浄消毒槽４に内視鏡
２０１が収容され続けていると判断してステップＳ２３に戻る。
【００８５】
 他方、内視鏡２０１の取り出しが検知された場合、具体的には、第２検知部１０４ｂに
よるＲＦ－ＩＤ２１１の読み取りが途絶えた場合、判断部１０２により、洗浄消毒槽４か
ら内視鏡２０１が取り出されたと判断される。
【００８６】
 尚、判断部１０２による洗浄消毒槽４からの内視鏡２０１の取り出し判断は、第２検知
部１０４ｂにより内視鏡２０１の取り出しが検知された直後、即ち、ＲＦ－ＩＤ２１１の
読み取りが途絶えた直後に行われる。
【００８７】
　最後に、ステップＳ２５において、報知部１０７を駆動することにより、警告を発して
操作者に洗浄消毒前の内視鏡２０１が洗浄消毒槽４から取り出されたことを警告する。
【００８８】
 このように、本実施の形態においては、第２検知部１０４ｂは、少なくとも洗浄消毒槽
４に内視鏡２０１が収容されている間は、常に内視鏡２０１の取り出しを検知可能な状態
となっていると示した。
【００８９】
 具体的には、少なくとも洗浄消毒槽４に内視鏡２０１が収容されている間は、第２検知
部１０４ｂは、常に内視鏡２０１のＲＦ－ＩＤ２１１を読み取っていると示した。
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【００９０】
 また、判断部１０２は、第１検知部１０４ａにより洗浄消毒槽４への内視鏡２０１の収
容が検知された後、洗浄消毒検知部１０５により洗浄消毒部１０６の駆動が検知されてい
ないのにも関わらず、第２検知部１０４ｂにより洗浄消毒槽４からの内視鏡２０１の取り
出しが検知されると、洗浄消毒槽４から洗浄消毒前の内視鏡２０１が取り出されたと判断
すると示した。
【００９１】
 具体的には、判断部１０２は、第２検知部１０４ｂによりＲＦ－ＩＤ２１１の読み取り
が途絶えると、洗浄消毒槽４から洗浄消毒前の内視鏡２０１が取り出されたと判断すると
示した。
【００９２】
 さらに、制御部１０１は、判断部１０２によって洗浄消毒前の内視鏡２０１が取り出さ
れたと判断された場合に、報知部１０７を駆動して警告を発すると示した。
【００９３】
 このことによれば、洗浄消毒工程が開始される前に、洗浄消毒槽４に収容された洗浄消
毒前の内視鏡２０１が洗浄消毒槽４から取り出されると、必ず警告が発せられるため、操
作者は取り出した内視鏡２０１が洗浄消毒前であることを容易に認識することができる。
【００９４】
 以上から、操作者による洗浄消毒前の内視鏡２０１の洗浄消毒槽４からの持ち出しを抑
制できる構成を具備する内視鏡洗浄消毒装置１を提供することができる。
【００９５】
 尚、以下、変形例を、図１０を用いて示す。図１０は、図９の警告ステップ後に一定時
間以内に再度内視鏡が検知された場合の図２の制御部による警告部の制御動作の変形例を
示すフローチャートである。
【００９６】
 上述した本実施の形態においては、判断部１０２によって第２検知部１０４ｂにより内
視鏡２０１の取り出しが検知された直後、即ち、ＲＦ－ＩＤ２１１の読み取りが途絶えた
直後、報知部１０７から警告が発せられると示した。
【００９７】
 しかしながら、図８のステップＳ３においてカバー３が閉じられた後、ステップＳ４に
おいて洗浄消毒工程開始ボタン７ｓがオンされる前に、上述したように再度カバー３を開
け、洗浄消毒槽４における内視鏡２０１の配置位置を再度調整する場合がある。
【００９８】
 この際、洗浄消毒槽４から内視鏡２０１を再セットのため取り出すと、警告が発せられ
てしまい、その後、洗浄消毒槽４に内視鏡２０１を再セットしても警告が発し続けられて
しまうため、操作者にとって使い勝手が悪いといった問題がある。
【００９９】
 そこで、図１０に示すように、再セットのため、図８のステップＳ４の洗浄消毒工程開
始ボタン７ｓがオンされる前に内視鏡２０１を洗浄消毒槽４から取り出されると、ステッ
プＳ２５において報知部１０７から警告を発するが、その後、ステップＳ２６において、
制御部１０１は、第１検知部１０４ａにより、一定時間以内に取り出された内視鏡と同じ
内視鏡２０１を再度検知した場合には、ステップＳ２７に移行して警告を停止する制御を
行い、一定時間以内に取り出された内視鏡２０１を検知できない場合には、ステップＳ２
８において警告を継続する制御を行っても良い。
【０１００】
 このことによれば、操作者は取り出した内視鏡２０１を洗浄消毒槽４に再セットすれば
、警告が停止されるため、内視鏡２０１の再セット作業が行いやすくなる。また、取り出
した内視鏡２０１を再セットしない限り警告は継続されるため、洗浄消毒前の内視鏡を使
用してしまうことを防止することができる。
【０１０１】
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 また、以下、別の変形例を、図１１を用いて示す。図１１は、図９の内視鏡取り出し検
知ステップ後に一定時間以内に再度内視鏡が検知された場合の図２の制御部による警告部
の制御動作の変形例を示すフローチャートである。
【０１０２】
　上述した本実施の形態においては、判断部１０２による洗浄消毒槽４からの内視鏡２０
１の取り出し判断は、第２検知部１０４ｂにより内視鏡２０１の取り出しが検知された直
後、即ち、ＲＦ－ＩＤ２１１の読み取りが途絶えた直後に行われ、報知部１０７から警告
が発せられると示した。
【０１０３】
 しかしながら、上述したように、図３のステップＳ３においてカバー３が閉じられた後
、ステップＳ４において洗浄消毒工程開始ボタン７ｓがオンされる前に、再度カバー３を
開け、洗浄消毒槽４における内視鏡２０１の配置位置を再度調整する場合がある。この際
、洗浄消毒槽４から内視鏡２０１を再セットのために取り出した場合であっても、警告が
発せられる。
【０１０４】
　そこで、判断部１０２は、第２検知部１０４ｂにより内視鏡２０１の取り出しが検知さ
れた後、一定時間経過後、第１検知部１０４ａにより取り出した内視鏡と同じ内視鏡２０
１の収容が検知されなかった場合にのみ、洗浄消毒前の内視鏡２０１が取り出されたと判
断するよう構成され、制御部１０１は、この場合にのみ報知部１０７を用いて警告を行っ
ても良い。
【０１０５】
　具体的には、図１１に示すように、ステップＳ２４の内視鏡の取り出し検知直後、すぐ
に警告を出すのでは無く、ステップＳ３５に移行して一定時間以内に取り出された内視鏡
２０１の検知が第１検知部１０４ａによってなされた場合は、内視鏡２０１が再セットさ
れたとしてステップＳ３６に移行して警告を出さずに、図９のステップＳ２２に戻り、一
定時間以内に取り出された内視鏡２０１の検知が第１検知部１０４ａによってなされない
場合にのみ、洗浄消毒槽４から洗浄消毒前の内視鏡２０１が持ち出されたとしてステップ
Ｓ３７に分岐して警告を出しても良い。
【０１０６】
 このことによれば、操作者は、再セットのため、内視鏡２０１を洗浄消毒工程前に取り
出してもすぐに警告されず、一定時間以内に洗浄消毒槽４に戻せば警告されないため、再
セット作業が行いやすくなる。
【０１０７】
 また、一定時間以内に取り出した内視鏡２０１を戻さなければ警告されるため、洗浄消
毒前の内視鏡を使用してしまうことを防止することができる。
【０１０８】
（第２実施の形態）
　図１２は、本実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置の装置本体内における警告部を概略的に
示すブロック図である。
【０１０９】
　この第２実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置は、上述した第１実施の形態の内視鏡洗浄消
毒装置と比して、第１検知部と第２検知部とが別体に設けられているとともに、第２検知
部がＲＦ－ＩＤ読み取り部と人感センサ部とを具備している点が異なる。
【０１１０】
 よって、この相違点のみを説明し、第１実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、
その説明は省略する。
【０１１１】
　図１２に示すように、本実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置１の警告部１００においては
、上述した図７に示すように第１検知部１０４ａと第２検知部１０４ｂとは別体に設けら
れており、第２検知部１０４ｂは、内視鏡２０１のＲＦ－ＩＤ２１１を読み取るＲＦ－Ｉ
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Ｄ読み取り部１１４と、操作者の動きを検知する人感センサ部１１５とを具備している。
【０１１２】
 尚、本発明でいう人感センサとは、所定のセンシング領域を有し、前記センシング領域
内に物体が進入すると反応し、進入後前記センシング領域内に留まると反応し続けるもの
を指す。
【０１１３】
 尚、上述した第１実施の形態においては、第２検知部１０４ｂは、少なくとも洗浄消毒
槽４に内視鏡２０１が収容されている間は、常に内視鏡２０１の取り出しを検知可能な状
態となっていると示したが、本実施の形態においては、第２検知部１０４ｂのＲＦ－ＩＤ
読み取り部１１４は、人感センサ部１１５により洗浄消毒槽４から所定領域内に操作者の
存在を検知し続けている間だけ、洗浄消毒槽４に収容されている内視鏡２０１のＲＦ－Ｉ
Ｄ２１１を読み取り続ける。
【０１１４】
 これは、操作者は、洗浄消毒前の内視鏡２０１を洗浄消毒槽４から取り出すためには、
必ず内視鏡洗浄消毒装置１に近接しなければならないことから、ＲＦ－ＩＤ読み取り部１
１４は、洗浄消毒槽４に内視鏡２０１が収容されている間、常時ＲＦ－ＩＤ２１１を読み
取り続ける必要がなく、人感センサ部１１５によって操作者の存在を検知しているときだ
けＲＦ－ＩＤ２１１を読み取っていれば、洗浄消毒前の内視鏡２０１の取り出しを検知で
きるためである。
【０１１５】
 尚、ＲＦ－ＩＤ読み取り部１１４は、人感センサ部１１５によって操作者の存在を検知
しているときであっても、カバー３が閉じられているときは、洗浄消毒槽４に収容されて
いる内視鏡２０１のＲＦ－ＩＤ２１１の読み取りを中止しても良い。即ち、カバー３が開
いており、人感センサ部１１５によって操作者の存在を検知しているときのみにＲＦ－Ｉ
Ｄ２１１の読み取りを行えば良い。これは、カバー３が閉まっているときは、洗浄消毒槽
４から内視鏡２０１が取り出される心配がないためである。
【０１１６】
 尚、制御部１０１による洗浄消毒前の内視鏡２０１の洗浄消毒槽４からの取り出しに関
する警告制御は、上述した図９～図１１に示した警告制御と同じである。
【０１１７】
 このような構成によれば、人感センサ部１１５を用いることにより、上述した第１実施
の形態のように、洗浄消毒槽４内に内視鏡２０１が収容されている間、第２検知部１０４
ｂがＲＦ－ＩＤ２１１を読み取り続ける構成よりも内視鏡洗浄消毒装置１の省電力化を実
現することができる。尚、その他の効果は、上述した第１実施の形態と同じである。
【０１１８】
 ところで、図８のステップＳ６の洗浄消毒工程終了後、カバー３が開けられずに長時間
放置されてしまうと、操作者は洗浄消毒槽４に収容されている内視鏡２０１が洗浄消毒済
みであるかを認識できず、洗浄消毒済みの内視鏡２０１を再度洗浄消毒してしまう可能性
があった。
【０１１９】
 そこで、制御部１０１は、ステップＳ６の洗浄消毒工程終了後、検知部１０４または第
２検知部１０４ｂによってＲＦ－ＩＤ２１１を読み続けている状態において、再度洗浄消
毒工程開始ボタンがオンされた場合は、ＲＦ－ＩＤ２１１を継続して読み続けていること
から、洗浄消毒槽４内に収容されている内視鏡２０１が洗浄消毒済みであることを認識し
ているため、洗浄消毒工程を開始せずに、報知部１０７を用いて洗浄消毒済みであること
を警告により知らせても良い。
【０１２０】
　尚、以上のことは、洗浄消毒工程終了後も検知部１０４または第２検知部１０４ｂによ
って洗浄消毒後の内視鏡２０１のＲＦ－ＩＤ２１１が読み続けられていることが前提とな
る。
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【０１２１】

　本出願は、２０１４年１月２４日に日本国に出願された特願２０１４－０１１７４７号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範囲
、図面に引用されたものである。
【要約】
 洗浄消毒槽と、第１検知部１０４ａと、第２検知部１０４ｂと、洗浄消毒部１０６と、
洗浄消毒検知部１０５と、報知部１０７と、第１検知部１０４ａにより洗浄消毒槽への内
視鏡の収容が検知された後、洗浄消毒検知部１０５により洗浄消毒部１０６の駆動が検知
されていないのにも関わらず、第２検知部１０４ｂにより洗浄消毒槽からの内視鏡の取り
出しが検知されると、洗浄消毒槽から洗浄消毒前の内視鏡が取り出されたと判断する判断
部１０２と、判断部１０２によって洗浄消毒前の内視鏡が取り出されたと判断された場合
に、報知部１０７を駆動して警告を発する制御部１０１と、を具備する。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】



(18) JP 5802859 B1 2015.11.4

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１１－２０４２０７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－０６７７９３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－０５４７３２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　１／００　－　１／３２
              Ｇ０２Ｂ　　２３／２４　－　２３／２６



专利名称(译) 内窥镜清洗和消毒设备

公开(公告)号 JP5802859B1 公开(公告)日 2015-11-04

申请号 JP2015506040 申请日 2014-09-24

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

当前申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 鈴木信太郎

发明人 鈴木 信太郎

IPC分类号 A61B1/12 G02B23/24

CPC分类号 A61B1/123 A61B1/00059 A61L2/18 A61L2/24 A61L2202/14 A61L2202/17 A61L2202/24

FI分类号 A61B1/12 G02B23/24.Z

代理人(译) 伊藤 进
长谷川 靖
ShinoUra修

审查员(译) 伊藤商事

优先权 2014011747 2014-01-24 JP

其他公开文献 JPWO2015111251A1

外部链接 Espacenet

摘要(译)

清洁/消毒箱，第一检测部104a，第二检测部104b，清洁/消毒部106，清
洁/消毒检测部105，通知部107和第一检测部104a 在检测到镜子的壳体
之后，尽管清洁/消毒检测单元105未检测到清洁/消毒单元106的驱动，
但是第二检测单元104b仍检测到内窥镜从清洁/消毒箱中的移除。 然后，
确定单元102确定已将清洁消毒前的内窥镜从清洁消毒箱中移出，并且当
确定单元102确定清洁消毒前的内窥镜已被移出时，通知单元107。 以及
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